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ＭＯＸ燃料加工施設における誤操作防止対策について 

 

１． 中央監視室及び制御室の操作における誤操作防止対策 

(１) 監視制御盤に対する誤操作防止対策 

① 安全上重要な施設とその他の施設の監視制御盤を分離して配置する。 

② 安全上重要な施設の監視制御盤はＡ系，Ｂ系を分離して配置する。 

③ 監視制御盤は工程ごとに分離し，操作性に留意して配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



補-1-1-2 

 

④ 監視制御盤の操作器具には防護カバーをつけることにより，不用意

な誤操作を防止する。 

⑤ 監視制御盤に設備構成を表示し，操作対象設備が容易に識別できるよ

うにする。 

⑥ 監視制御盤における設備の状態（機器の運転・停止，弁の開閉等）を

表す色に一貫性を持たせる。 

⑦ 警報の重要度に応じ，警報表示色を変える。 

⑧ 設備・機器には名称を表示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



補-1-1-3 

 

⑨ 監視制御盤の計算機画面には，設備構成を表示し，操作対象設備の

運転状態が容易に識別できるようにする。 

⑩ 計算機画面の操作に当たっては，ダブルアクション（ポップアップ）

を採用することにより，不用意な誤操作を防止する。 

⑪ 加工施設は制御室からの遠隔自動運転を基本とするが，定期点検等の

保守時に現場で手動運転を行う場合は，操作権限を現場側に譲渡すること

により，制御室から操作が行えないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



補-1-1-4 

 

(２) 現場の操作における誤操作防止対策 

① 主要な配管は系統名，流れ方向を表示し，色分けにより識別する。 

② 弁の施錠管理又は操作禁止タグの取付けを行う。 

③ 定期点検等で保守中の弁は，タグ表示を行い誤認識を防止する。 

④ 弁の開閉を表示することにより誤操作を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

２． 設計基準事故時における誤操作防止対策 

グローブボックス内火災又は爆発の発生後に，当該工程室の給気設備

の給気ダクト，工程室排気設備の工程室排気ダクト，窒素循環設備の窒

素循環ダクト及びグローブボックス排気設備のグローブボックス排気ダ

クトに設置する延焼防止ダンパが自動閉止することから，運転員の操作

を期待しなくても設計基準事故への対応が可能である。 
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設計基準事故対応時における現場操作の確認結果について 

 

設計基準事故対応時に必要となる現場操作について，抽出した結果を

下表に示す。下表の評価結果に示すように，中央監視室，制御第１室及

び制御第４室において設計基準事故への対応が可能である。 

 

設計基準事故対応時の現場操作の抽出結果 

設計基準事故 想定事象 設計基準事故対応 対応場所 評価結果 
閉じ込め機能の
不全 

火災区域に設定
する工程室にお
いてＭＯＸ粉末
を露出した状態
で取り扱うグロ
ーブボックス内
における火災に
よる閉じ込め機
能の不全を想定
する。 

火災の拡大防止対策
及び影響緩和対策と
して，グローブボック
ス温度監視装置によ
る火災の感知 

中央監視室 

 
中央監視室， 
制御第１室， 
制御第４室で 
対応可能 

 

火災の拡大防止対策
及び影響緩和対策と
して，監視カメラによ
る事故時の現場状況
の確認 

中央監視室 
制御第１室 
制御第４室 

火災による閉じ込め
機能不全の拡大防止
対策及び影響緩和対
策として，消火ガスの
放出完了後，運転員の
操作によるグローブ
ボックス排風機の停
止※ 

中央監視室 

焼結炉及び小規
模焼結処理装
置における水素
爆発による閉じ
込め機能の不全
を想定する。 

水素爆発による閉じ
込め機能の不全の拡
大防止対策及び影響
緩和対策として，運転
員の操作による送排
風機の停止※ 

中央監視室 
中央監視室で 
対応可能 

※グローブボックス排風機の停止又は送排風機の停止は，閉じ込め機能の不全における敷地周辺の公衆の実効
線量の評価条件ではなく，自主的な対応である。 
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